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【目的】ＲＯ水々質を向上さすためダイラケミＳＭ（ＤＳＭ：クリーンケミカル）によるＲＯ

膜の除錆洗浄を試みその有用について検討した。 

【方法】ＲＯ膜の除錆洗浄は2％溶液とした。ＤＳＭをＲＯ膜ハウジング内に1時間、浸

積させた。ＤＳＭの残留性はＮａ農度と浸透圧を経時的に測定した。ＲＯ膜の切片によ

る除錆効果とＤＳＭのＲＯ膜への影響は電顕写真で確認した。ＲＯ水質はＥＴ濃度（エ

ンドスペーシー法）と徴粒子数（MILPA：ミクニキカイ）で評価した。 

【結果】除錆後のＲＯ水のＮａ濃度と浸透圧は水洗 35 分でＲＯ水と同等となった。ＲＯ

膜の除錆効果とＤＳＭの膜への非侵襲性は写真により確認できた。ＲＯ水のＥＴ濃度

は除錆洗浄前の 105.3±4.8 から 17 日目には 40.6EU/L ヘ、微粒子数は 4345.2±

170.5 から 1080.7±59.0（個 / ml）まで低下した。 

【考察】陽荷電のコロイド粒子である酸化鉄は陰荷電のＲＯ膜と物理的吸着し、ＲＯ膜

とＥＴの疎水結合を抑制すること、または酸化鉄はなんらかの作用でＥＴと接着し、Ｒ

Ｏ水のＥＴ濃度を上昇させると推測された。 

【結論】ＲＯ水々質の向上にはダイラケミＳＭによるＲＯ膜の除錆洗浄も有用である。 

 


